ウェルカムスピーチ

媒妁人がいる披露宴では媒妁人挨拶から始まります。本来、結婚披露宴の主催者は媒妁人＋新郎新婦です。つまりこれは主催者のあいさつです。

ならば媒妁人がいない披露宴では、主催者の新郎新婦がウェルカムスピーチとして冒頭に話す、これは自然なことかも知れません。話す内容ですが、主催者としてのスピーチですから、ある程度決まってきます。

①　お越し頂いた皆様への感謝の言葉

②　この宴の趣旨説明（主催者として簡単に）

③　宴での過ごし方のお願い（楽しんで行ってください）
サンプル１

新郎の剛でございます。本日はお忙しいところをありがとうございます。

皆さんの応援もありましてやっと今日ここに披露宴を開くまでに至りました。

この披露宴では明るく楽しくをモットーに私達も一緒に楽しみたいと思います、

肩の力を抜いて充分に楽しんで行ってください。では宜しくお願いいたします。

サンプル２

ご紹介いただきました新郎の剛と新婦美砂子でございます。本日はありがとうございます。

兼ねてから交際中でございました私どももお蔭様で本日披露宴に皆様をご招待するに至りました。

それこそ、いろいろとお世話頂いた方々ばかりお呼び致しました？今日は私達が存分におもてなしさせて頂きます。

この披露宴のコンセプトは、「アットホーム」です皆さんと直接お話をする時間を沢山作っています。

沢山の激励のお言葉頂けば幸いです。ではどうぞよろしくお願い致します

では列席の皆様、そしてスタッフの皆様、宜しくお願いいたします。

サンプル３

本日はお忙しい中お集まり頂きまして誠にありがとうございます。

懐かしい顔ぶれにも触れることが出来、私達二人ちょっと、はしゃいでおります。

二人で相談をし、肩の凝らないこのようにとレストランウェディングという形式に致しました。

おいしいものを沢山召し上がって頂き、楽しくお過ごし頂ければと思います。

後ほど皆さんのお席にもお邪魔したいと思います。私達と一緒にどうぞ楽しんで行ってくださいませ。

本日はありがとうございます。

この場面はシンプルに進めましょう。「ようこそ、いらっしゃいませ」の気持ちで充分ですよ。　　　　　[image: image1.jpg]
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